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救
急
体
制
の
充
実
へ

問　
今
回
の
高
規
格
救
急

車
の
購
入
に
よ
り
市
内
で

何
台
所
有
す
る
こ
と
に
な

る
か
。

答　
遠
野
消
防
署
３
台
、

宮
守
出
張
所
１
台
、
全
部

で
４
台
と
な
る
。

問　
現
在
遠
野
消
防
署
は

２
台
体
制
で
あ
る
が
、
不

足
し
て
い
る
の
か
。

答　
医
療
機
関
か
ら
市
外

へ
の
搬
送
依
頼
が
、
年
約

３
０
０
件
あ
る
。
今
回
１

台
増
と
な
っ
て
、
救
急
業

務
が
充
実
す
る
。

問　
宮
守
出
張
所
は
１
台

で
救
急
業
務
は
足
り
て
い

る
の
か
。

答　
足
り
な
い
時
は
、
遠

野
消
防
署
の
車
両
で
対
応

す
る
。

問　
契
約
方
法
は
、
な
ぜ

随
意
契
約
な
の
か
。

答　
２
種
類
の
高
規
格
救

急
車
が
あ
る
が
、
救
急
隊

員
が
よ
り
働
き
や
す
い
後

部
ド
ア
の
広
い
車
種
に
し

た
。
そ
の
車
種
を
取
り
扱

っ
て
い
る
業
者
は
１
者
の

み
で
、随
意
契
約
と
し
た
。

介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
支
援
事
業

問　

人
材
確
保
の
状
況

は
。

答　
介
護
現
場
の
み
な
ら

ず
、
あ
ら
ゆ
る
現
場
で
人

材
が
不
足
し
て
い
る
。
遠

野
高
等
職
業
訓
練
校
で
行

う
介
護
職
員
等
初
任
者
研

修
の
支
援
の
一
環
で
講
師

を
派
遣
し
て
い
る
。

　

介
護
や
医
療
の
仕
事
の

魅
力
と
理
解
に
繋
げ
る
た

め
、
小
中
学
校
で
は
施
設

見
学
な
ど
で
福
祉
教
育
を

取
り
入
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
外
国
人
材
の
受

入
れ
や
奨
学
金
返
還
支
援

補
助
金
の
支
援
制
度
も
あ

る
。さ
ら
に
、市
内
介
護
職

員
が
主
体
と
な
り
、
情
報

交
換
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

企
画
実
施
を
し
て
い
る
。

　

多
様
な
方
法
で
人
材
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
市
内
特
養
老
人
施
設

へ
の
入
所
待
機
や
市
外
の

施
設
へ
入
所
す
る
様
子
も

あ
る
が
、
支
援
や
対
策
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答　
住
み
慣
れ
た
地
域
の

施
設
利
用
を
望
む
気
持
ち

は
、
十
分
に
理
解
し
て
い

る
。

　

対
策
と
し
て
、国
の
基

準
を
満
た
す
特
養
老
人
施

設
の
新
設
検
討
す
る
こ
と

は
、
介
護
人
材
の
不
足
し

て
い
る
現
状
で
は
難
し

い
。

問　
新
た
な
介
護
施
設
等

の
計
画
は
。

答　
介
護
事
業
者
へ
の
意

向
調
査
で
、
認
知
症
対
応

型
共
同
生
活
介
護
（
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
）
と
地
域
密

着
型
通
所
介
護
を
新
設
し

た
い
旨
の
回
答
が
あ
っ

た
。

　

遠
野
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ

ン
２
０
２
１
に
盛
り
込
み

整
備
を
進
め
る
。

に
配
慮
し
経
済
に
つ
い
て

も
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が

ら
進
め
た
い
。

木
の
温
も
り
に
触
れ
る

児
童
用
の
木
製
机
と
椅

子
を
整
備

問　
事
業
の
内
容
は
。

答　
小
中
学
校
の
机
・
椅

子
の
木
製
整
備
は
平
成
13

年
度
か
ら
継
続
し
て
い
る

が
、
今
回
の
条
例
制
定
に

あ
わ
せ
林
業
振
興
事
業
に

位
置
づ
け
る
。

　

令
和
３
年
度
は
、
財
源

に
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
、
遠
野
小
学
校
の
未

了
で
あ
っ
た
44
組
の
整
備

と
青
笹
・
宮
守
・
達
曽
部

の
３
小
学
校
２
８
９
組
の

更
新
を
予
定
。
19
年
の
経

過
の
な
か
で
傷
み
が
目
立

ち
は
じ
め
て
い
る
。
年
次

更
新
で
対
応
し
た
い
。

問　
期
待
す
る
効
果
は
。

答　
木
の
特
性
を
伝
え
る

直
接
的
な
教
材
で
あ
る
。

ま
た
、
木
に
は
ス
ト
レ
ス

の
緩
和
や
集
中
力
を
高
め

る
効
果
も
認
め
ら
れ
て
い

る
。
さ
さ
く
れ
る
、
重

い
、
高
価
格
な
ど
ス
チ
ー

ル
製
と
比
べ
様
々
な
指
摘

も
承
知
し
て
い
る
が
、
木

材
で
学
習
環
境
を
整
え
る

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
と
考

え
る
。

　

地
球
環
境
問
題
や
地
域

を
学
ぶ
授
業
の
な
か
で
木

材
を
使
う
こ
と
の
良
さ
を

実
感
さ
せ
な
が
ら
、
循
環

型
社
会
の
担
い
手
を
育
て

て
い
き
た
い
。

本
市
の
豊
か
な
自
然
の

有
効
活
用
を
図
る

ふ
る
さ
と
の
森
条
例
整

備問　
市
外
の
業
者
が
市
内

か
ら
木
材
を
運
ん
で
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
行
っ

て
い
る
。
市
内
か
ら
運
ぶ

量
を
制
限
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

答　
残
材
を
使
っ
て
発
電

を
行
う
と
い
う
の
が
本
来

趣
旨
で
あ
る
が
現
状
は
違

う
。
山
を
守
る
た
め
に
今

回
の
条
例
を
提
案
し
て
い

る
。

問　
１
０
０
年
後
と
い
う

遠
野
の
森
林
産
業
を
ゴ
ー

ル
と
し
た
計
画
が
必
要
だ

と
思
う
が
。

答　
現
在
の
計
画
は
10
年

後
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら

や
っ
て
い
る
。
１
０
０
年

先
は
見
て
い
な
い
。
木
材

は
伐
期
を
迎
え
る
ま
で
に

50
年
か
か
る
の
で
そ
れ
を

見
越
し
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
将
来
的
な
需
要
が
違
う

可
能
性
が
あ
る
。

　

林
業
は
先
の
長
い
モ
ノ

な
の
で
、
長
期
的
な
視
点

こ
れ
か
ら
の
交
通
対
策

市
の
考
え
は

問　
現
在
の
総
合
交
通
対

策
は
、
路
線
バ
ス
が
廃
止

に
な
っ
た
エ
リ
ア
を
デ
マ

ン
ド
バ
ス
で
補
っ
て
い

る
。
小
さ
な
拠
点
に
お
い

て
も
交
通
弱
者
を
補
う
た

め
の
施
策
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
各
地
区
で
有
償

運
送
許
可
を
取
得
し
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
か
。

答　
そ
の
通
り
で
あ
る
。

今
年
度
か
ら
す
べ
て
の
地

区
セ
ン
タ
ー
が
指
定
管
理

等
と
な
る
が
、
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
事
業
の
ひ
と
つ

と
し
て
地
域
交
通
事
業
へ

の
取
り
組
み
も
入
れ
て
い

る
。
地
域
が
そ
の
体
制
づ

く
り
を
し
て
ほ
し
い
。

問　
地
域
交
通
も
大
切
だ

が
、
人
の
命
を
運
ぶ
と
い

う
リ
ス
ク
も
あ
る
。
市
内

交
通
事
業
者
と
の
協
議
も

必
要
で
は
な
い
か
。

答　

必
要
と
感
じ
て
い

る
。
人
口
減
少
社
会
の
交

通
対
策
を
進
め
て
い
く
。

予
算
等
審
査

特
別
委
員
会

　
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会
（
議
長
を
除
く
17
人
の
議
員

で
構
成
、
委
員
長
多
田
勉
議
員
、
副
委
員
長
照
井
文
雄
議

員
）
は
、
条
例
９
件
、
予
算
15
件
、
そ
の
他
８
件
に
つ
い

て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
委
員
会
で
は
、
施
策
全
般
に
わ
た
り
活
発
な
質
疑
を

交
わ
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
32
議
案
を
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
森
を
育
み
木
と
暮
ら
す

ま
ち
条
例
（
略
称
：
ふ
る
さ
と
の
森
条
例
）

【
目
的
】

　

川
上
か
ら
川
下
ま
で
一
貫
し
た
、
再
造
林
や
除

間
伐
、
木
材
の
地
産
地
消
の
考
え
を
取
り
入
れ
、

遠
野
産
材
、
遠
野
産
材
製
品
の
利
用
促
進
に
つ
な

が
る
基
本
的
な
事
項
を
定
め
た
条
例
。

　

こ
の
条
例
に
よ
り
、
当
該
施
策
を
総
合
的
に
推

進
し
、市
内
の
林
業
、木
材
産
業
の
持
続
的
な
発
展
、

地
域
経
済
の
活
性
化
、
森
林
が
持
つ
多
面
的
機
能

の
発
揮
を
目
指
す
。

遠野消防署の高規格救急車
排気量が大きく室内で救急隊員が立ったまま処置ができる広さを有している

森林資源の循環利用のイメージ（林野庁の HPより）

8 ｜｜平成 26年度森林及び林業の動向

第Ⅰ章　森林資源の循環利用を担う木材産業

　森林資源の循環利用を推進していくためには、木

材を生産する林業や、木材製品の消費者・実需者だ

けでなく、木材を木材製品に加工し流通させる木材

産業の存在が不可欠である。

　以下では、森林資源の循環利用の意義と木材産業

の役割を整理した上で、我が国の木材産業の概要に

ついて主要業種別に記述する。

（１）森林資源と木材利用をつなぐ木材産業

（ア）森林資源の循環利用

　木材は、先人たちが植えて育てた森林から収穫（伐

採）し、建築用材等として利用することによって、

その販売収益を用いて伐採跡地に次の森林を植えて

育てることができ、さらに将来の世代がその森林か

ら木材を収穫（伐採）し利用することができる。この

「植える→育てる→使う→植える」というサイクル

（森林資源の循環利用）を推進することで、適切な森

林整備が確保されるとともに、将来にわたる木材の

利用が可能となる（資料Ⅰ－１）。

　このように森林資源を循環利用する中で森林整備

を着実に進めることによって、健全な森林の造成・

育成が図られ、国土の保全、水源の涵
かん

養、地球温暖

化の防止など、森林の有する多面的機能が持続的に

発揮される。特に、高齢の人工林は、適時適切に伐

採して跡地に再び植栽を行うことで、森林の「若返

り」と齢級構成の平準化＊1を図ることができる。

　一方、建築用材等として木材を利用することは、

快適で健康的な住環境等の形成に寄与するだけでな

く、森林という再生可能な資源の有効利用であると

ともに、木質ボード等としての再利用や最終段階で

の燃料としての利用（カスケード利用）も可能とす

る。また、木材は住宅や家具等に利用されることで、

炭素を貯蔵する「第２の森林」としての役割を果た

し、さらに、エネルギーを多く消費して製造された

１．森林資源の循環利用と木材産業

森林資源の循環利用（イメージ）資料Ⅰ－1

＊1  齢級（森林の林齢を５年の幅でくくった単位）ごとの面積の差を小さくすること。将来にわたる森林の二酸化炭素吸収作用の保全
及び強化、木材の安定供給など森林の多面的機能の発揮や、持続的な森林経営の推進等に資する。

加工→家庭
やオフ

ィス、地
域へ！

●公共建築物

収穫する

適材適所で使う

間伐

下刈り

主伐二度目の
間伐 植林

バランスのとれた
状態

バランスのとれた
状態

育てる

植
え
る

●住宅・一般建築物

●木製品

飲料容器
印刷用紙

●間伐材を使った
　紙製品

●木質バイオマス

O2

O2

CO2

CO2

●建設土木資材


